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烈
な
ス
ピ
ー
ド
で
発
達

し
︑
世
界
中
の
人
々
に
と

っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
と

な
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
︵
Ｓ
Ｎ
Ｓ
︶︒
利

用
者
の
誰
も
が
多
種
多
様
か
つ
膨
大
な
「
情

報
」
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
だ

け
で
な
く
︑
望
み
さ
え
す
れ
ば
不
特
定
多
数

の
相
手
に
自
ら
の
主
張
や
思
い
を
発
信
で
き

る
︒
一
国
を
率
い
る
指
導
者
ま
で
も
が
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
駆
使
し
て
大
衆
に
訴
え
る
︒
そ
ん
な
光

景
も
珍
し
く
な
い
時
代
に
な
っ
た
︒

　

受
信
や
発
信
が
容
易
に
な
っ
た
分
︑
多
く

の
人
に
と
っ
て
身
近
に
な
っ
た
こ
の「
情
報
」

が
︑
日
本
が
欧
米
諸
国
と
共
有
す
る
普
遍
的

価
値
の
一
つ
で
あ
る
「
民
主
主
義
」
に
牙
を

む
く
事
態
も
発
生
し
て
い
る
︒

　

宣
伝
戦
も
活
発
だ
︒
特
に
中
国
は
自
国
の

宣
伝
を
世
界
各
地
で
展
開
し
︑
世
論
へ
の
浸

透
を
目
論
む
︒
孔
子
学
院
や
メ
デ
ィ
ア
を
通

し
て
仕
掛
け
る
そ
の
戦
法
は
巧
妙
さ
を
極
め

る
が
︑日
本
の
備
え
は
十
分
と
は
言
い
難
い
︒

　

こ
れ
か
ら
も
日
本
が
世
界
に
対
し
て
存
在

感
や
影
響
力
を
発
揮
し
︑
価
値
観
を
共
有
す

る
国
々
に
と
っ
て
信
頼
に
足
る
＂
ア
ジ
ア
の

砦
＂
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
︑
国
民
一
人

一
人
の
危
機
意
識
の
醸
成
と
自
国
を
守
る
体

制
の
構
築
が
急
務
だ
︒

猛

NATIONAL STRATEGY

WEDGE SPECIAL

OPINION

激
化
す
る
宣
伝
・
情
報
戦

日
本
は〝
ア
ジ
ア
の
砦
〞を
自
覚
せ
よ

A
P/A

FLO
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コ
ロ
ナ
禍
で
過
ご
す
２
度
目

の
夏
を
迎
え
た
が
、
東
京

を
中
心
と
し
た
全
国
的
な

感
染
拡
大
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
。
国
内
感
染
者
は
つ
い
に
累
計
１

０
０
万
人
を
突
破
し
、
医
療
現
場
は
苦
境
に

立
た
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
市
中
に
は
感
染
拡
大
初
期

と
は
異
な
っ
た
「
二
律
背
反
」
と
も
い
え
る

矛
盾
と
分
断
が
広
が
っ
て
い
る
。
４
度
目
と

な
る
緊
急
事
態
宣
言
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に

〝
宣
言
慣
れ
〞
が
進
み
、
自
粛
要
請
の
効
果
が

薄
れ
る
一
面
も
あ
れ
ば
、
い
ま
だ
自
粛
圧
力

に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
行
事
な
ど
が
中
止

に
追
い
込
ま
れ
る
事
例
も
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
、
行
動
経
済

学
を
専
門
と
し
、
人
間
の
行
動
心
理
に
詳
し

い
京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
の
依
田

高
典
教
授
は
「
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
有
観
客
で
の

五
輪
開
催
に
こ
だ
わ
る
一
方
で
、
酒
類
の
提

供
停
止
に
応
じ
な
い
飲
食
店
へ
金
融
機
関
か

ら
圧
力
を
か
け
る
方
針
を
出
す
な
ど
、
ア
ク

セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
同
時
に
踏
む
矛
盾
し
た

政
府
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
国
民
の
行
動
に
与
え

た
負
の
影
響
は
大
き
い
。
そ
の
経
緯
を
国
民

に
説
明
し
な
い
こ
と
で
、
反
発
を
し
た
い
人

に
は
政
府
要
請
に
従
わ
な
い
こ
と
に
理
由
を

与
え
、
不
安
な
人
に
は
一
方
的
な
自
粛
圧
力

WEDGE  REPORT

自粛要請はもう限界
ワクチン後の〝出口戦略〟示せ
全国的な感染拡大の一方で、緊急事態宣言の効力は薄れ、国民の意識は二極化している。
膠着状態のコロナ対策を前に進めるため、今こそ将来に向けたロードマップを描くべきだ。

文・編集部（川崎隆司）

「さいか屋 横須賀店」では、ワクチン接種者を対象にした割引キャンペーンを実施している

W
ED

G
E
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文・中西輝政、筒井清忠、牧野邦昭、小谷 賢、畑野 勇、佐藤卓己、
金子龍司、編集部（濱崎陽平、木寅雄斗、友森敏雄）

80年前の1941年、日本は太平洋戦争へと突入した。
当時の軍部の意思決定、情報や兵站を軽視する姿勢、メディアが果たした役割を紐解くと、

令和の日本と二重写しになる。
国家の〝漂流〟が続く今だからこそ昭和史から学び、日本の明日を拓くときだ。

明日を拓く昭和史論
真珠湾攻撃から80年
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英ケンブリッジ大学歴史学部大
学院修了。専門は国際政治学、
国際関係史。著書に『帝国とし
ての中国―覇権の論理と現実』
（東洋経済新報社）、『大英帝国
衰亡史』（PHP研究所）など。

文・中西輝政
Terumasa Nakanishi

京都大学名誉教授

戦
」、「
デ
ジ
タ
ル
敗
戦
」、「
半
導
体
敗
戦
」

等
々
。
考
え
て
み
れ
ば
、
平
成
の
時
代
を
通

じ
、
我
々
は
「
経
済
敗
戦
」
と
か
「
第
二
の

敗
戦
」
と
い
う
言
葉
を
ず
っ
と
聞
か
さ
れ
て

き
た
。
あ
る
い
は
「
３
・
11
」、
つ
ま
り
東

日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
へ
の
危
機
対
応
も
、「
敗
戦
」
の
一
つ
と

し
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
。

　

も
う
、
い
い
か
げ
ん
に
し
て
く
れ
、
と
も

言
い
た
く
な
る
が
、翻
っ
て
考
え
る
と
、「
敗

戦
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
ほ
ど
〝
役
に
立

つ
学
校
〞
は
な
い
、
と
も
言
わ
れ
る
。
つ
ま

り
「
敗
戦
」
の
真
摯
な
探
究
は
自
ら
を
一
層

高
め
、
敗
北
を
克
服
す
る
道
に
つ
な
が
る
か

ら
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
時
に
一
方
的
に
自

身
の
欠
点
を
責
め
、
負
の
心
理
回
路
に
陥
る

こ
と
は
禁
物
で
あ
る
。

い
ま
、
日
本
中
に
「
○
○
敗

戦
」
の
文
字
が
溢
れ
て
い

る
。
い
わ
く
、「
ワ
ク
チ

ン
敗
戦
」、「
コ
ロ
ナ
敗

明治維新から終戦、そして現在に至るまで、約80年という同じ時間が経過した。
いま、我々は何を学ぶのか。世界の潮流を見据え、謙虚に過去を学ぶ重要性を説く。

歴史の分水嶺に立つ日本
敗戦に学び「底力」を発揮する時

PA RT 1

SPHRANER/GETTYIMAGES

80年前、日本軍はこの真
珠湾を攻撃し、太平洋戦争
の火蓋が切られた
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1948年大分市生まれ。帝京大
学文学部長・大学院文学研究科
長。東京財団政策研究所主席研
究員。専門は日本近現代史、歴
史社会学。『昭和史講義』（編著、
ちくま新書）、『戦前日本のポピ
ュリズム』（中公新書）など著
書多数。

文・筒井清忠
Kiyotada Tsutsui

帝京大学文学部長
本
は
な
ぜ
対
米
開
戦
に
突

き
進
ん
だ
の
か
。
軍
国
主

義
の
時
代
、
影
響
力
を
強

め
た
軍
が
国
民
を
戦
争
へ

と
引
き
ず
り
込
ん
だ
と
考
え
て
い
る
人
も
多

い
よ
う
で
、確
か
に
そ
う
い
う
面
も
あ
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
歴
史
の
単
純
化
に
す
ぎ
な

い
。
歴
史
は
点
で
は
な
く
線
か
ら
読
み
解
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
意
味
で
、「
１
９
３
０
年
代
の
危
機
」

を
20
年
代
の
終
わ
り
か
ら
41
年
ま
で
の
期
間

と
し
て
丁
寧
に
振
り
返
る
必
要
が
あ
る
。
国

内
的
背
景
、国
際
関
係
的
背
景
の
２
つ
か
ら
、

見
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
国
内
的
背
景
に
つ
い
て
、
重
要
な

こ
と
は
軍
人
台
頭
の
社
会
的
背
景
と
し
て
の

軍
人
の
不
遇
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
31
年
の

満
州
事
変
以
前
の
日
本
で
は
、
軍
人
の
社
会

的
地
位
は
非
常
に
低
い
も
の
だ
っ
た
。
約
１

６
０
０
万
人
の
死
者
を
出
し
た
第
一
次
世
界

大
戦
に
よ
り
戦
後
世
界
の
世
論
で
は
反
戦
・

日

なぜ日本は太平洋戦争に突き進んだのか。それは当時の国内情勢と国際情勢から丁寧に読み解く必要がある。
浮かび上がるのが「平等主義」だ。「弱者隷属階級の解放」という大義が、昭和史を揺さぶっていく。

太平洋戦争への道程
軍部独走だけでは語れない

PA RT 2

TONY SHI PHOTOGRAPHY/GETTYIMAGES

中国の長春には満州国国務院（写真中央、現・吉林大学）などの建築物が今も残る。満州事変以前、23万人の在満邦人の処遇が日中間の問題となっていた
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1973年生まれ。ロンドン大学
キングス・カレッジ大学院修士
課程修了、京都大学大学院博士
課程修了。防衛省防衛研究所主
任研究官などを経て現職。著書
に『日本軍のインテリジェンス』
（講談社選書メチエ）など。

文・小谷 賢
Ken Kotani

日本大学
危機管理学部教授

型
の
台
風
が
接
近
す
る
と

い
う
情
報
を
得
て
い
な
が

ら
敢
え
て
海
水
浴
に
行

く
、
と
い
う
人
は
い
な
い

だ
ろ
う
。
我
々
個
人
は
日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
得
て
、
そ
れ
を
基
に
し
て
決
断
し
、

行
動
す
る
こ
と
が
多
い
。

　
し
か
し
な
ぜ
か
集
団
や
組
織
に
お
い
て

は
、
情
報
を
基
に
決
断
し
、
行
動
す
る
と
い

う
基
本
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
が
ち
で
あ

る
。
そ
の
典
型
例
は
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
で

あ
り
、
日
本
は
米
国
に
勝
て
な
い
と
分
か
っ

て
い
な
が
ら
、
戦
争
に
突
き
進
ん
だ
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
歴
史
上
の
話
で
は
な
く
、
最
近

の
日
本
政
府
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
を
見
て
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ

と
い
う
情
報
に
基
づ
い
て
対
策
が
検
討
さ
れ

て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
泥
縄
的
な
対
応
に

終
始
し
て
い
る
と
い
う
印
象
が
あ
る
。

　
恐
ら
く
日
本
の
組
織
は
、「
情
報
に
よ
っ

て
何
か
を
決
め
る
」
と
い
う
よ
り
は
、「
組

大

〝ベスト・ケース〟ばかりを想定する危機管理の杜撰さが日本軍の崩壊につながった。
組織の縦割り、トップの責任の曖昧さといった課題は現代の日本にも通底する。

「情報」は掴めていた日本軍
組織の「作戦」重視が招いた悲劇

PA RT 4

ROB ATHERTON/GETTYIMAGES

英ブレッチリー・パークにある当時の暗号
機関。英国では情報が効果的に活用された
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京都大学大学院文学研究科博士
課程単位取得退学。東京大学新
聞研究所助手、国際日本文化研
究センター助教授などを経て、
2015年から現職。20年、紫綬
褒章受章。『大衆宣伝の神話』（ち
くま学芸文庫）など著書多数。

文・佐藤卓己
Takumi Sato

京都大学大学院
教育学研究科教授

年
１
月
、
ド
イ
ツ
出
身
の

亡
命
ユ
ダ
ヤ
人
歴
史
家
で

あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｌ
・
モ

ッ
セ（
１
９
１
８
〜
99
年
）

の
改
訳
版
『
大
衆
の
国
民
化
│
ナ
チ
ズ
ム

に
至
る
政
治
シ
ン
ボ
ル
と
大
衆
文
化
』（
ち

く
ま
学
芸
文
庫
）
を
刊
行
し
た
。
フ
ァ
シ
ズ

ム
理
解
に
新
局
面
を
拓
い
た
古
典
だ
が
、
予

想
以
上
に
読
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
の
成
功
を
「
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
」
と
い
う
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と

を
拒
む
モ
ッ
セ
は
、
人
々
の
政
治
参
加
を
可

能
に
し
た
運
動
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
に
光
を
当

て
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
ド
イ
ツ
国
民
も
ナ

チ
ズ
ム
の
絶
対
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
操
ら

れ
た
被
害
者
だ
っ
た
」
と
す
る
戦
後
ド
イ
ツ

側
の
弁
明
に
対
す
る
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
の

批
判
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
「
大
衆
の
国
民
化
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
が
20
世
紀
よ
り
も
理
解
さ
れ
や

す
く
な
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
翻
訳
し

今

STRINGERIMAGE/GETTYIMAGES

戦間期のドイツではラジオの普及により、階級を問わない新たな言論空間が生まれた。
そこに対応できたのがヒトラーだった。ナチ党とメディア、大衆の相関は、SNS時代の今にとって重要な教訓となる。

神話化される「ナチ宣伝」
21世紀の危機を見抜くには

PA RT 6 

ドイツ南部のニュルンベルクにて、記念碑として残るナチ党党大会会場。巨大な廃墟は当時のドイツ国民の熱狂を今に伝える

歴史は繰り返す

新連載
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
最

中
、
４
０
０
０
個
に
も
上

る
過
発
注
の
弁
当
が
捨
て

ら
れ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ

た
。
近
年
、「
食
品
ロ
ス
」
に
は
厳
し
い
目

が
向
け
ら
れ
る
一
方
で
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
「
ロ
ス
」
が
あ
る
。
生
コ
ン
ク
リ

ー
ト
（
以
下
、
生
コ
ン
）
の
「
ロ
ス
」
で
あ

る
〝
残
コ
ン
〞
問
題
だ
。

　

普
段
、
気
に
と
め
る
こ
と
も
な
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
、
文
明
社
会
を
下
支
え
す
る
重
要

な
素
材
だ
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
、

住
宅
や
ビ
ル
、
道
路
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン

フ
ラ
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本

で
は
１
９
９
０
年
代
初
頭
の
バ
ブ
ル
崩
壊
以

降
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
需
要
は
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
世
界
全
体
で
見
れ
ば
、
需
要
は
増

え
続
け
て
い
る
。
し
か
も
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
原
料
は
、
水
、
砂・砂
利
、
セ
メ
ン
ト
（
石

灰
石
）
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
地
球
を
削
る
こ

と
で
生
み
出
し
て
い
る
。

　

建
設
現
場
で
は
、
生
コ
ン
が
不
足
す
る
こ

と
を
避
け
る
た
め
に
、
施
工
者
（
ゼ
ネ
コ
ン

な
ど
）
が
生
コ
ン
業
者
に
多
め
に
発
注
す
る

た
め
、
ど
う
し
て
も
余
り
が
出
て
し
ま
う
。

ま
た
、
生
コ
ン
は
硬
化
す
る
た
め
、
基
本
的

に
90
分
以
内
に
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
決
ま
り
が
あ
る
。
例
え
ば
運
搬
中
に

WEDGE  REPORT

フードロスより深刻？
捨てられる「生コン」はこうして使え
食品ロスだけじゃない。余った生コンが長年、生コン業者の負担により廃棄され続けている。
カーボンニュートラルを実現する素材にもなる生コンクリートの知られざる実態をリポートする。

文・編集部（友森敏雄）

長岡生コンクリート（静岡県伊豆の国市）のプラントに持ち込まれた「残コン」
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